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生き物のカラーパレット―想像力で彩る生命の美― 

 

 

2026年 7月 11日[土]～9月 13日[日] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 しもだて美術館



 

【概要】 

身のまわりには様々な生き物がいて「色」や「模様」それぞれに個性と美しさがあります。 

私たち人間も地球上に暮らす生き物の一つでありながら、揺れ動く心情を文字や音、色に

乗せて多彩に表現することのできるユニークな存在です。 

市ゆかりの芸術家たちが、幼少期の思い出や身近な自然への想いを込めて、色鮮やかに表

現した生き物たちの作品をご紹介します。 

 

【100字要約】 

多様な生き物の個性と美しさ、そして人間ならではの多彩な表現力に着目し、筑西市ゆか

りの芸術家が幼少期の記憶や自然への想いを込め、色鮮やかに描いた生き物たちの作品をご

紹介します。 

 

【出展作家】17名 

秋山巌、秋山静、浅香鉄心、飯野農夫也、和泉奏平、板谷波山、大久保婦久子、片岡巳代 

子、小林恒岳、佐藤大醒、舘野弘、田中良、富張広司、早川義孝、平野杏子、平松礼二、 

森田茂 

 

【会期】 

2026年 7月11日[土]～9月13日[日] 

 

【開館時間】 

10：00 ～ 18：00（最終入館17：30） 

下館祇園まつりの開催に伴い、7/23・24は17：00（最終入館16：30）、25は16：00（最 

終入館15：30）閉館。 

 

【休館日】 

月曜日(ただし、7/20は開館し、翌日休館) 

 

【開催場所】 

しもだて美術館 

 

【主催】 

筑西市／筑西市教育委員会 

 

【後援】 

茨城県 



 

【入館料】 

一般400円／団体(10名様以上)350円／高校生以下無料 

・障がい者手帳等をご提示の方と付添いの方1名様は無料です。 

・毎月第3日曜日「家庭の日」(7/19・8/16)は高校生以下のお子様連れのご家族は無料です。 

・本展会期中発行の板谷波山記念館入館券の半券をご提示いただくと、290円でご覧いた 

だけます（半券1枚につき1名様1回限り）。 

 

【関連イベント】※申込方法などの詳細はホームページをご覧ください。 

■夏休み宿題お助け隊2026－絵画 

日時：８月９日【日】 

（午前の部）10：00～12：30 （午後の部）14：00～16：30 

講師：舘野 弘氏 

会場：アルテリオ２階 クラフト室 

■クリニカルアート！「ねんどとストッキングで ふしぎないきものをつくろう！」 

日時：８月 22日【土】 

（午前の部）10：00～12：30 （午後の部）14：00～16：30 

講師：皆川 ひろ子氏 

会場：アルテリオ２階 クラフト室 

 

【連絡先】 

しもだて美術館 

〒308-0031 筑西市丙372番地(アルテリオ3階) 

TEL 0296-23-1601／FAX 0296-23-1604 

Email datebi@city.chikusei.lg.jp 

 

 

【交通】 

鉄道：ＪＲ水戸線・関東鉄道常総線・真岡鐵道真岡線 「下館駅」北口から徒歩8分 

自動車：東北道 佐野藤岡 ICから国道50号で約60分 

圏央道 常総 ICから国道294号で約40分 

常磐道 谷和原 ICから国道294号で約60分 

北関東道 桜川筑西 ICから国道50号で約20分 

※地下駐車場（96台）をご利用ください。 
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＜提供可能な画像＞ 

№1 板谷波山「彩磁金魚文花瓶」※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№2 森田茂「芸妓牡丹」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№3 早川義孝「鳥追う日」※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№4 大久保婦久子「そよ風」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№5 小林恒岳「萌える頃」※ 

 

 

 

 

 

 

 

【画像提供に関する注意】 

・デジタルデータでご提供いたしますので、ご希望の番号を指定してください。 

・画像使用の際には、キャプションを表記してください。 

※なお、№1・№3・№5は＜©齋藤さだむ＞を表記してください。 

・画像の二次使用はご遠慮ください。 

・画像を掲載した印刷物は、しもだて美術館に 2 部ご恵与ください。 


